
 

 

類似度判定ソフトによる事前確認について 

 

主任審査員（予定者）は、博士学位請求論文の受理申請を行う際に必ず、類似度判定ソフト（iThenticate）

を利用して学位請求論文の事前内容確認を行ってください。iThenticate による内容確認手順は以下の

とおりです。 

 

準 備 

１．類似度判定ソフトの ID／Password の取得 

類似度判定ソフト(iThenticate)の利用には、専用の ID／Passwordが必要です。IDを持っていない

場合やパスワードを忘れた場合には、以下の手順で ID取得・パスワード再発行を行ってください。 

▼IDを持っていない場合：iThenticateの利用申請 

 ①Waseda－netポータルにログイン 

 ②画面右側メニューの”ITヘルプデスク”のリンクをクリック 

 ③問合せ一覧画面から” iThenticate利用申請”の”申請画面”をクリック 

 ④利用申請を記入し、【確認／Confirmation】ボタンを押す 

 ⑤数日以内に ID発行連絡がメールで届く。記載内容に従ってログインする 

▼パスワードを忘れた場合 ：パスワード再発行手続 

 ①ログイン画面を開く https://app.ithenticate.com/en_us/login 

 ②” Forgot password”のリンクをクリック 

 ③Emailの欄にメールアドレス（Waseda－net ID）を入力 

 ④メールアドレス宛にパスワード再発行通知が届く。記載内容に従ってログインする 

２．博士学位請求論文のデータ準備 

類似度判定可能な電子ファイル形式は以下のとおりです。博士学位請求論文のデータを対応している

ファイル形式で用意してください（PDF 形式の場合は、テキストデータを含む形式にする必要があ

ります）。 

 

 

 

 

確認実施 

類似度判定ソフトにログインし、対象論文の類似度判定を行ってください。詳細手順は、別紙

「iThenticate利用方法について」を参照してください。また、以下のような場合では、剽窃ではな

いにもかかわらず類似度が高いと判定されることがあります。そのため、類似度判定結果をもとに、

各論文を個別に精査・確認をする必要があります。 

 

 

 

 

博士学位論文受理申請 

博士学位論文の受理申請時に提出する、「博士学位請求論文の確認報告書」に類似度判定ソフトによ

る確認結果を記載してください。 

以 上  

iThenticate で対応しているファイル形式： 

PDF* / Word(.doc,docx) / Word XML / Text(.txt) / PostScript / HTML /WordPerfect (WPD) / RTF 

a)既にインターネット公開している著者自身の他の論文と一致する場合 

b)他の論文からの引用と明記しているが、引用表現方法によって引用と判定されない場合 

c)古典文献の引用や一般的な事項・表現方法が他の論文と一致している場合 
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iThenticate 利用方法について 

 

本資料では、研究論文の剽窃チェックにあたって利用する iThenticate の各種機能について説明しま

す。なお、iThenticateがチェック対象とする契約データベース*は、EBSCOHOST、Elsevier、IEEE、

Nature、ProQuest、Wiley Blackwellをはじめとした大手は網羅され、機関リポジトリも Open Access 

Initiative が収集している書誌情報を中心にフルテキストを収集しており、かなり広範な領域をカバー

しています。しかし、特に日本語の機関リポジトリを中心に漏れがあり、完全に盗用や剽窃をチェック

できるわけではないので、iThenticate による類似度判定結果は参考情報として扱い、十分な個別チェ

ックの必要があります。 

*iThenticate がチェック対象とする契約データベース： http://www.ithenticate.com/content 

 

１．iThenticate へのログイン方法 

利用 IDとPWは個別にWaseda-netメール宛に

送られます。ログインサイトより、利用 IDと PW

を入力して利用します。 

ログインサイト URL: 

https://app.ithenticate.com/en_us/login 

※利用 ID と PWが届かず、個別に利用申請が必要

な場合があります。その場合は、Waseda-netポ

ータルにログイン後、以下のメニューより申請

してください。 

右メニュー「ITセンター ヘルプデスク」から 

研究支援 ＞ iThenticate 利用申請 申請画面 

 

 

２．チェックするファイルのアップロード方法 

チェックに対応しているファイル形式は以下の通りで、大半の形式に対応しています。しかし、論

文をスキャンして画像として取り込んだだけの PDF では類似度判定ができません。紙媒体の論文をス

キャンして取り込んだものをチェックする場合は、スキャンの際に Adobe Acrobat Proなどを利用し、

テキスト埋め込みの PDFに変換する必要があります。また、セキュリティ設定が有効な PDF（プロ

パティが「文章の変更を許可しない」等）の場合、判定に失敗することがあります。セキュリティ設

定を外すか、セキュリティのかかっていないファイルを用意するようにしてください。 

 

  iThenticateで対応しているファイル形式： 

PDF* / Word(.doc,docx) / Word XML / Text(.txt) / PostScript / HTML /WordPerfect (WPD) / RTF 

 

  紙の文書をスキャンして編集および検索可能な PDF にする方法（ご参考）： 

http://www.adobe.com/jp/products/acrobat/convert-jpeg-scan-ocr-to-pdf.html 

別紙 



 

 

 

■ファイルのアップロード方法 

１．右メニューより「Upload a 

file」をクリックします。 

 

 

２．「ファイルを選択」より類

似度判定を行いたいファイ

ルを選択します。 

管理をしやすくするため

に、必ず、論文のタイトルや

著者の名前を記入欄に入力

して下さい。同時に複数のフ

ァイルを判定したい場合、

「Add another file」をクリ

ックすると、入力欄が増えま

す。 

 

必要事項が入力出来たら

「Upload」をクリックします。  

３．ファイルのアップロードが

完了し、判定作業が自動で開

始されます。 

 

４．数分から数十分で類似度判

定作業か完了し、判定結果が

数字で表示されます。こちら

をクリックすると詳細な判

定結果を参照できます。 

 



 

 

３．除外設定のオプションについて 

１）判定結果の個別除外設定 

類似度判定後に、判定結果の画面に表示されるサイトを個別に判定対象から除外（exclude）

できます。特に、結果を個別に確認し、著者本人の論文・著書と思われるソースを判定対象から

除外しないと正確な類似度判定結果が得られないので、注意して除外設定を行って下さい。 

■類似度判定結果の確認方法（著者本人のソースでないかを確認する方法） 

１．フォルダ内に入り、判定結果の数字

部分（赤枠部分）をクリックします。 

 

２．Match Overviewのモードになるの

で画面右側のアイコン  （赤枠部分）

をクリックし、All Sources を確認でき

るモードにします。  

３．どの部分が類似しているのか明確に表示されます。デフォルト設定では、重複のない類似度

合いの高いものが表示されます。右側 All Sources一覧から、詳細を確認したいソースを選択

します。 

 

４．左側画面に、選択した詳細を確認したいソースに関する詳細のウィンドウが開き、原著から

どこの箇所で、類似文書が利用されていたのか、色付きで表示できます。 

 

５．詳細ウィンドウの左上のリンクをクリックすると、元の情報源が別ウィンドウで開きます。 

詳細のウィンドウが開く 



 

 

  

 

 

■類似度判定結果からソースを除外する方法（著者本人の論文を除外する方法） 

１．フォルダ内に入り、判定結果の数字

部分をクリックし、類似度判定結果の

確認画面に入ります。 

 

２．画面右側のアイコン  （赤枠部分）

をクリックし、All Sources モードにし

ます。 

 

３．All Sourcesモードで右側画面の下部にある「Exclude Sources」ボタンをクリックします。 

 

元の PDFファイルを開くことができ

ます。この例では、著者名から、この

情報源が著者本人の自著であること

が分かります。 



 

 

４．各判定結果の左側にチェックボック

スが表示されるので、除外したいソー

スにチェックを入れ、「Exclude」ボタ

ンをクリックします。これで特定のサ

イトを判定対象から除外できます。 

 

（右の例では自著と判明した論文を選択

して除外しました。） 

 

５．除外設定はチェック結果に即時に反映され、類似度判定結果が更新されます。 

下の例では自著を対象外としたことで類似度判定結果が 90%から 7%に変わりました。自著

を除外した結果を基に、さらに盗用がないか精査をする必要があります。 

 

６．除外後にも、「Exclude Sources」ボ

タン下にあるアイコン  をクリック

すると Exclude Sourcesモードに切り

替わり、チェックボックスと Restore

ボタンにより、再度除外したソースを

戻すことも可能です。（Restore Allボ

タンをクリックすることで、一度に全

てのソースを戻すことも可能です） 

 

 

 

 



 

 

４．チェック結果の PDF ダウンロードについて 

除外設定を行ったうえでチェック結果を保存するには、画面左下のプリンタボタン を押す

ことにより、チェック結果を PDFとしてダウンロードできます（処理には多少時間がかかります）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■類似度判定結果を報告書にコピー＆ペーストする方法（Text only reportへの切り替え方） 

類似度判定結果は、デフォルトでは“Document viewer”モードで確認しますが、判定結果の

テキストコピーができません。報告書に結果をコピーする場合などは、コピー＆ペーストが可能

な“Text only report”モードに切り替えることをお薦めします。 

判定結果画面の右下にある

「Text-Only Report」ボタンをクリッ

クします。 

 

“Text only report”モードに切り替

わります。このモードでは左側画面を

選択・コピーをすることが可能です。 

 

左上の「Document Viewer」ボタン

をクリックすると、“Document 

viewer”モードに戻ります。 

 

 

  

 

 

左側画面を選択・コピーし、

報告書にペーストすること

ができます。 



 

 

５．その他本システムで対応している機能 

１）「Sharing」機能： 

特定のユーザーとフォルダや判定結果を共有できます。設定方法は以下のとおりです。 

①共有したいフォルダに移動し、Sharingのタブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

    ②フォルダの共有が可能なユーザーが一覧で表示されるので、共有をしたいユーザーにチェッ

クを入れ、一覧の一番下の「Update Sharing」のボタンをクリックします。これでフォルダ

の中身が共有されます。後からチェックを外すことも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）論文単位で一括の除外設定： 

論文単位で、一括の除外設定が可能です。ただし、いずれの設定も英語の文章への対応を想定

したものとなっており、日本語の文章への対応は十分ではなく、正確には類似度判定結果に反映

されない点を留意したうえで、あくまで参考程度でこれらの一括除外設定は利用して下さい。 

 

【設定可能な除外設定】 

Exclude Quotes 引用部分を除外するかどうかの設定。 

Exclude bibliography 参考文献を除外するかどうかの設定。 

Exclude Phrases あらかじめ設定した特別なフレーズの除外を設定。ただし設定で

きるフレーズは英語のみで、8words以上である必要あり。 

Exclude Small Matches* 提出したファイル内に繰り返し使用される数語の同じ文言をあ

らかじめ閾値を設定することでチェック対象から除外できる設

定。 

Exclude Small Sources* あらかじめ閾値を設定することで、（類似と判定される）文字数

または割合が微細なソースをチェック対象から除外できる設定。 

   *Exclude Small Matchesと Exclude Small Sourcesの違いについて 

   例えば、200文字の文章中、2つのソースからのマッチが合わせて 5箇所あるとします。 

5つのマッチの内訳はソース Aから 2語、3語、10語、ソース Bから 2語、2語とした場合、Exclude Small 

Matchesにて 5語以下と設定した場合、ソース Aの 10語以外のマッチが該当し一致の対象から外されます。 

一方、Exclude Small Source にて 5語以下と設定した場合には、ソース Bからのマッチ 2つが 5語以下とな

りソース Bのみ一致の対象から外されます。 

  



 

 

【追加で設定可能なオプション】 

Abstract 抄録を判定対象から除外するかどうかの設定。 

Methods and Materials メソッドやマテリアルの記載を判定対象から除外するかの設定。 

Report Filters 特定の URLを判定対象から除外できる設定。 

 

 

■論文単位でのオプション除外設定方法 

１．判定結果詳細画面の右下  をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．除外設定を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）メールでのアラート機能： 

類似度の割合が事前に設定したある％を超えた場合に、ユーザー自身にメールを送信することが

できます。メールを送信する頻度も設定可能です。 

  



 

 

６．iThenticate ファイルの動作イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      *Cross Check の対象となる出版社：http://www.crossref.org/crosscheck_members.html 

 

７．本件に関する問い合わせ先 

    担当： 情報企画部  本田、鳴澤 

e-mail：iThenticate@list.waseda.jp   

TEL：外線 03-3204-8964、内線 71-2919 

 

 

以 上 

iThenticate（研究用サービス） 

利用者 A 

Publications：出版済の書籍 

My Documents：個人用フォルダ。
ID保持者のみ閲覧可能で、チェッ
ク結果が保管され、チェック対象
とはならない。 

Internet：インターネットから取
り込まれたページ情報 

Cross Check：出版社*の雑誌や会
議議事録、本などのフルテキスト 

サービス共通で利用 
投稿論文とチェックする 
ドキュメント 

論文 

論文 

公開ドキュメント 

とのチェック 


